
峡西病院・峡西老人保健センター・きづな
・アルプス訪問看護ステーション

雨上がり、薄暗かった空に光が差しはじめると、こころまで晴れやかになってきます。こんな時は外に出

て深呼吸をすると体の中まできれいになるような気がします。また雨上がりはカメラの素敵なシャッターチャ

ンスでもあります。雨に濡れた草花はみずみずしく、いつもよりも色が鮮やかできれいに写せます。緑の葉っ

ぱの上の水滴に陽射しが反射すると、透明な水晶のようにキラキラ輝きます。雨がつくった自然のアート

といってもいいでしょう。子供のころ、水滴がなぜ丸くなるのか不思議でした。水などの液体は表面をで

きるだけ小さくしようする力がはたらいて丸くなる「表面張力」という性質があることを知ったのは中学校

です。水分子の電荷の偏りによる「分子間力」によって表面張力が発生することは大学で知りました。自

然はアートであるとともに、知的探検のフロンティアでもあります。

2020 第34巻６号
（通巻394号）6
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る
」
口
調
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
何
度

か
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
患
者
様

に
「
馬
鹿
に
し
て
い
る
の
か
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
見
方
に
よ
っ
て

は
「
い
ば
っ
て
」
見
え
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
少
し
ず
つ
病
棟
に
も
慣
れ
、

少
し
ば
か
り
で
す
が
余
裕
が
で
る
と
、

何
故
そ
う
い
う
態
度
を
と
っ
た
の
か
、

相
手
は
な
ぜ
そ
う
い
う
行
動
を
と
っ

た
の
か
、
何
を
考
え
て
い
た
の
か
な
ど

事
態
を
想
定
す
る
こ
と
を
気
を
付
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で

す
が
、「
お
こ
り
」「
い
ば
り
」「
あ
せ
り
」

が
減
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
想
定
外
の
行
動
や
身
体

著
変
な
ど
で
「
あ
せ
り
」
が
生
じ
ま

す
が
、
先
輩
方
の
お
力
を
借
り
て
「
く

さ
ら
ず
」「
ま
け
ず
」、
よ
り
患
者
様

の
病
状
、
患
者
様
を
取
り
巻
く
環
境

や
生
活
背
景
、
患
者
様
自
身
の
病
前

性
格
な
ど
理
解
を
深
め
、
日
々
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

リ
ス
タ
ー
ト
病
棟
　
坂
本
　
桂
花

て
、
ま
た
院
内
の
三
大
事
故
の
「
転

倒
転
落
、
暴
力
、
誤
投
薬
」
等
に
つ

い
て
の
ご
説
明
を
。
峡
西
老
健
の
保

坂
看
護
部
長
か
ら
は
老
健
概
要
、
老

健
施
設
の
役
割
や
理
念
に
つ
い
て
の

ご
説
明
を
。
川
崎
院
長
か
ら
は
峡
西

病
院
概
要
、
病
院
の
歴
史
等
に
つ
い

て
の
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、
最
後
に

印
象
に
残
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
合

い
、
凝
縮
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
の
中
で
、
特
に
新
任

者
の
中
で
強
く
印
象
に
残
っ
た
の
は

浅
川
理
事
長
の
「
お
い
あ
く
ま
」
と

い
う
お
話
で
し
た
。
私
自
身
初
め
て

聞
い
た
話
で
し
た
が
、「
お
こ
る
な
」

「
い
ば
る
な
」「
あ
せ
る
な
」「
く
さ
る

な
」「
ま
け
る
な
」
の
頭
文
字
を
取
り
、

「
お
い
あ
く
ま
」
と
な
り
ま
す
。

　

私
は
現
在
リ
ス
タ
ー
ト
病
棟
で
主

に
認
知
症
の
患
者
様
と
か
か
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
新
任
者
集
合
研
修
よ
り
、

少
し
時
間
が
経
ち
、
改
め
て
振
り
返
る

と
余
裕
が
な
く
な
り
「
あ
せ
り
」
が
生

じ
、
そ
ん
な
中
で
少
し
で
も
自
分
の
想

定
外
の
こ
と
が
起
こ
る
と
、
す
ぐ
に
表

出
し
て
し
ま
う
た
め
、「
お
こ
っ
て
い

　

4
月
15
日
新
任
者
研
修
が
開
催
さ
れ
、
精
神
科
疾

患
に
つ
い
て
長
坂
医
師
よ
り
講
義
を
受
け
た
。
意
識

の
異
常
で
は
せ
ん
妄
と
も
う
ろ
う
状
態
が
あ
る
が
、

脳
外
科
の
よ
う
に
意
識
“
レ
ベ
ル
”
の
異
常
で
は
な

く
精
神
科
で
は
意
識
“
内
容
”
の
異
常
を
扱
う
。

　

ま
た
記
憶
の
異
常
に
関
し
て
、
記
憶
は 

①
記
銘 

②
保
持 

③
再
生
（
追
想
）
の
３
段
階
か
ら
な
る
こ

と
を
学
ん
だ
。知
覚
の
異
常
の
中
で
幻
覚
が
あ
る
が
、

幻
覚
の
中
で
も
幻
視
が
一
番
多
く
見
ら
れ
、
次
い
で

幻
聴
、
体
感
幻
覚
で
あ
り
、
幻
臭
、
幻
味
は
す
く
な

い
と
の
こ
と
。

　

ま
た
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
妄
想
が
あ
る
が
、
統

合
失
調
症
で
は
自
分
自
身
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
内
容
、
う
つ
病
で
は
自
分
自
身
を
責
め
る
よ
う
な

内
容
、
認
知
症
で
は
高
齢
と
い
う
生
活
背
景
か
ら
喪

失
体
験
が
多
く
、
誰
か
に
何
か
を
盗
ら
れ
た
な
ど
、

喪
失
す
る
よ
う
な
内
容
の
妄
想
が
多
い
と
い
う
。
そ
れ

ぞ
れ
妄
想
内
容
に
特
徴
的
な
違
い
が
あ
る
と
学
ん
だ
。

　

今
回
長
坂
医
師
は
例
を
挙
げ
な
が
ら
講
義
を
し
て

く
だ
さ
り
、
ま
だ
精
神
科
に
携
わ
り
始
め
た
ば
か
り

の
私
で
も
、
分
か
り
や
す
く
講
義
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

今
後
も
新
任
者
研
修
が
各
テ
ー
マ
ご
と
あ
る
が
、

精
神
科
疾
患
を
基
礎
と
し
て
学
び
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
う
。

ア
ス
ピ
ー
ル
病
棟
　
米
山
　
里
穂

　

４
月
３
日
、
一
日
を
通
し
て
新
任

者
集
合
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
一
日
で
ま
ず
、
令
和
２
年
の
新
任
者

同
士
の
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
浅

川
理
事
長
に
よ
る
病
院
理
念
・
方
針
・

患
者
の
権
利
に
つ
い
て
の
ご
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
法
人
企
画
部
の

若
杉
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
は
人
事
考

課
制
度
に
つ
い
て
、
目
標
管
理
や
院

内
組
織
図
の
ご
説
明
を
。
清
水
総
務

リ
ー
ダ
ー
か
ら
は
就
業
規
則
に
つ
い

て
、
休
暇
や
給
料
、
労
働
時
間
な
ど

働
き
方
に
つ
い
て
の
ご
説
明
を
。
渡

辺
看
護
部
長
か
ら
は
接
遇
、
委
員
会

活
動
に
つ
い
て
、
言
葉
遣
い
や
職
場

の
基
本
ル
ー
ル
、
様
々
な
委
員
会
の

目
的
や
構
成
員
に
つ
い
て
の
ご
説
明

を
。
入
倉
看
護
師
か
ら
は
、
精
神
障

害
の
あ
る
方
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
や
、
相
手
の

応
答
を
待
つ
こ
と
、
非
言
語
的
な
サ

イ
ン
に
つ
い
て
の
ご
説
明
を
。
高
嶋

看
護
師
、
河
野
看
護
師
か
ら
は
医
療

安
全
と
感
染
対
策
に
つ
い
て
、
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

新
任
者
集
合
研
修

精
神
科
疾
患
につい

て

 

新
任
者
研
修
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①
回
想
法
を
月
に
２
回
、
家
族
交
流
会
を

年
２
回
企
画
し
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ

て
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
関
わ

り
を
持
つ
。

②
２
ヶ
月
に
１
回
の
回
想
法
だ
よ
り
を
家

族
に
発
送
、ア
ン
ケ
ー
ト
評
価
を
す
る
。 

　

回
想
法
と
い
う
非
薬
物
療
法
を
家
族
に

知
っ
て
も
ら
う
事
で
、
病
棟
の
活
動
内
容

や
日
々
病
棟
で
は
見
ら
れ
な
い
患
者
の
表

情
や
言
動
を
家
族
に
提
供
で
き
た
ら
良
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

６
月
８
日　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
22
日　
紫
陽
花
鑑
賞
（
妙
法
寺
）

７
月
14
日　
家
族
交
流
会（
風
船
バ
レ
ー
）

　
　
20
日　
う
ち
わ
作
り

８
月
10
日　
お
は
ぎ
作
り

　
　
31
日　
出
前

９
月
７
日　
秋
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
り

　
　
20
日　
杉
浦
医
院
見
学

10
月
５
日　
回
想
法

　
　
18
日　
ほ
う
と
う
作
り

11
月
２
日　
紅
葉
狩
り

　
　
10
日　
家
族
交
流
会

　
　
　
　
　
　
（
早
乙
女
大
正
琴
）

12
月
７
日　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　
　
21
日　
年
賀
状
作
り

１
月
10
日　
お
正
月

　
　
24
日　
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
り

２
月
４
日　
回
想
法

　
　
21
日　
ひ
な
祭
り
制
作

３
月
８
日　
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
り

　
　
27
日　
外
食

①
年
２
回
の
家
族
交
流
会
に
お
い
て
、
患

者
と
家
族
が
一
緒
に
参
加
し
、
楽
し
ま

れ
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
に
内
容
を
重

視
し
て
検
討
し
た
。

②
開
催
の
お
知
ら
せ
を
発
送
し
た
後
、「
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
御
家
族
も
心

待
ち
に
し
て
い
る
様
子
を
知
る
こ
と
が

出
来
た
。

③
回
想
法
に
参
加
さ
れ
た
患
者
か
ら
は

「
楽
し
か
っ
た
。
来
て
良
か
っ
た
」
と

喜
ん
で
頂
く
こ
と
が
出
来
た
。

④
後
日
、
回
想
法
便
り
を
見
た
家
族
か
ら

P
S
W
宛
に
手
紙
が
届
い
た
り
、
面
会

時
に
「
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
穏
や

か
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
」「
こ

ん
な
作
業
も
で
き
る
事
に
、
驚
き
と
共

に
嬉
し
か
っ
た
」「
回
想
法
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
本
人
の
様
子
も
以
前
と

変
わ
っ
た
」
な
ど
嬉
し
い
コ
メ
ン
ト
を

頂
く
こ
と
が
出
来
た
。

　

回
想
法
だ
よ
り
を
発
行
・
発
送
す
る
事

で
、家
族
に
も
「
回
想
法
と
は
何
か
」「
患

者
の
入
院
中
の
様
子
（
表
情
や
状
況
）
を

伝
え
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
入
院
前
と
入
院

後
の
患
者
の
変
化
を
知
っ
て
頂
く
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

薬
物
療
法
と
は
別
に
、
目
的
に
沿
っ
て

参
加
型
の
治
療
の
一
環
と
し
て
B
P
S
D

の
緩
和
に
繋
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

結
　
果

挑
戦
目
標

思
い
ま
す
。

　

薄
れ
て
い
く
記
憶
の
中
に
あ
る
古
き
良

き
思
い
出
を
馳
せ
、
笑
顔
に
な
れ
る
、
そ

ん
な
一
コ
マ
が
回
想
法
の
活
動
で
あ
る
こ

と
を
こ
れ
か
ら
も
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

目
標
設
定
の
背
景

実
　
行

ま
と
め

◇ 技能賞 ◇
リスタート病棟
清水　直美
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精神科リハビリテーションセンター
今回は目標志向型グループを紹介します。

興味のある方、見学や利用をお考えの方は、スタッフまで気軽にご相談ください。
☎ 055－282－2151

精神科リハビリテーションセンター

目標志向型グループの特徴・コンセプト
＊デイケア（DC）卒業後に地域で活躍できることを想定し、自分で夢や目標を叶えるために必要な

リハビリをおこなっています。
　（例えば…「体力作り」「知識や情報収集」「仲間作り」など）

＊このグループでのリハビリは「目標達成できる場（地域）への橋渡し」の役割を重視し、暮らして
いる地域で夢や目標を叶える事を一緒に目指していきます。

＊夢や目標を叶えるための土台と
なる部分

＊デイケア内で学習・トレーニン
グを行い、自分自身の力やスキ
ルとして身につけることを目指
していく

＊それぞれの目標に特化した、専門性の高いプログラム

＊関係する地域の方々と一緒に活動を行い、実際の地域に出て活動し、より個人の目標が達成でき
る場に繋がることを目指していく

土　台
プログラム

目標別
プログラム

プログラム名
自立生活プログラム 自立生活に必要な家事、過ごし方、情報について学ぶ
地域貢献プログラム ボランティア体験、外部講師による研修、地域活動を学ぶ
就 労 プ ロ グ ラ ム 仕事に関する悩みの共有、制度・サービスの学習、作業体験を行う

DC内で DC外でDC内で専門家と

【心の土台作り】
WRAP（元気、回復、
行動、プラン）
認知行動療法

【対人関係・地域生活】
研修会
コミュニケーション
プログラム

【頭と体の土台作り】
運動プログラム
認知機能プログラム

プログラムは大きくわけて２種類
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４月25日春祭りが開催されました。
今年は新型コロナウイルスの影響でリスタートと老健の合同の開催は出来ませんでした。
老健も各階に分かれての開催になってしまいましたが楽しい１日になりました。
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今回は、法人企画部の中山さんに
おすすめの本を聞きしました！

本の題名：星の王子さま
（サン＝テグジュペリ 作・内藤濯 訳／岩波書店／2017年）

●読んだきっかけは？
　有名な題名である本ですが、小さい頃に読んだ記憶も無かった為、手にとってみました。原
文（仏語・英語）が出版されているようですが、原文を読める程の語学力が無いこともあり和
訳版を読んでみました。

●おすすめのポイントは？
　序文より「おとなは、だれも、はじめは子どもだった。（しかし、そのことを忘れずにいるお
となは、いくらもいない）」。大人になって、社会に出て働くようになり、色々な人や周囲と関係
を持つようになるにつれ、大人としてだったり日本人としてだったりの型にはめて物事を考えて
しまうようになっている自分を認識しました。忙しさに追われても、物事を考える際の基本に通
じる箇所が本文の至る所に散りばめられているなぁと感じながら読み進めました。どんなに忙し
くても互いの相手の持ち味を尊重出来る心のゆとりがある人間になりたいものです。「心で見なく
ちゃ、ものごとはよく見えないってことさ。かんじんなことは、目に見えないんだよ。」

井上　雅博
峡西病院　外来・入院

◆
出
身
地
…
静
岡
県
御
殿
場
市

◆
好
き
な
食
べ
物
…
野
菜
・
魚

◆
座
右
の
銘
…
大
病
し
な
い
、

事
故
に
遭
わ
な
い
、
頑
張
ら
な
い

令
和
2
年
4
月
よ
り
南
山
会
に
入

職
し
た
医
師
を
紹
介
し
ま
す
。

2
名
と
も
、
明
る
く
ユ
ー
モ
ア
溢

れ
る
先
生
で
す
！

◆
好
き
な
有
名
人
…
私
自
身

◆
好
き
な
言
葉
…I love m

e
◆
嫌
い
な
こ
と
…
千
葉
雄
大
に

似
て
い
る
と
言
わ
れ
る
こ
と

医

紹
師

介

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各機関で日々対応に追われ
ていることと思います。
そのような状況の中で、医療スタッフ応援のためにと、「和のデイサービ
スあさかわ」の浅川所長様より、行列の絶えない有名な食パン専門店の食
パン、なんと100斤をいただきました！ 各部署に配布し、美
味しくいただきました。お心遣いをいただき、まことにあ
りがとうございました。
引き続き、感染防止対策に取り組んでまいります。

食パンの
差し入れを
いただき
ました！

白井　清彦
峡西老人保健センター
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「
趣
味
」、
思
い
あ
た
ら
ず
調
べ
て
（
グ
グ
っ

て
）
み
た
ら
、
人
間
が
自
由
時
間
に
、
好
ん
で

習
慣
的
に
繰
り
返
し
お
こ
な
う
行
為
・
事
柄
と

あ
っ
た
。
な
ら
ば
晩
酌
？

　
私
は
弟
と
暮
ら
し
て
い
る
。
世
帯
主
で
あ
る
。

だ
か
ら
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
私
は
毎
晩
酒

を
飲
む
。
い
や
、
毎
晩
で
は
な
い
、
夜
勤
以
外

の
後
は
必
ず
飲
ん
で
い
る
。
種
類
は
何
で
も
良

い
が
、
夏
は
や
は
り
ビ
ー
ル
が
旨
い
。
最
近
は
、

ワ
イ
ン
を
好
ん
で
い
る
。
赤
が
お
気
に
入
り
だ
。

山
梨
は
日
本
ワ
イ
ン
発
祥
の
地
だ
。
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
体
験
で
き
る
ワ
イ
ン
づ
く
り
に
も
興
味

が
あ
る
。

　

こ
ん
な
私
で
あ
る
が
、
二
日
酔
い
を
し
た
こ

と
が
な
い
。
そ
れ
は
鉄
の
肝
臓
を
持
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
飲
ん
だ
後
は
何
も
考
え
ず

ぐ
っ
す
り
寝
る
。
こ
れ
が
私
の
健
康
の
秘
訣
だ
。

飼
い
犬
は
弟
が
散
歩
を
済
ま
せ
る
。
保
護
し
た

つ
も
り
が
、
気
づ
い
た
ら
飼
い
猫
に
な
っ
て
い

た
猫
数
匹
を
相
手
に
、
私
は
今
夜
も
酒
を
飲
む
。

　

緊
急
事
態
発
令
の
中
、
新
緑
の
眩
し
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
自
然
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
よ
早
く
い
な
く
な
れ
。
明
日
も
良
い

日
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。峡

西
老
健
　
花
形
利
江
子

　

一
昨
年
の
こ
と
で
あ
る
。
実
家
に
帰
省

し
た
際
、
父
か
ら
相
談
を
受
け
た
。
な
ん

と
、
エ
イ
ズ
の
検
査
で
陽
性
が
出
た
と
言

う
の
で
あ
る
。

　

父
は
特
殊
な
肺
炎
で
、
免
疫
機
能
の
低

下
が
疑
わ
れ
た
た
め
、
こ
の
検
査
が
施
行

さ
れ
た
の
だ
。
念
の
た
め
父
に
確
認
し
た

が
、
何
ら
か
の
悪
さ
を
ゴ
ニ
ョ
ゴ
ニ
ョ
し

た
覚
え
は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の

割
に
は
本
人
は
だ
い
ぶ
心
配
し
て
い
た

が
、
私
は
、
ま
あ
偽
陽
性
で
し
ょ
う
と
楽

観
視
し
て
い
た
し
、
実
際
、
そ
の
後
の
精

密
検
査
で
、無
事
に
無
罪
放
免
と
な
っ
た
。

　

楽
観
視
し
て
い
た
の
が
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
父
の
麗
し
く
も
深
い
信
頼
関
係
の
下

に
そ
の
倫
理
観
を
信
じ
て
い
た
か
ら
、
で

は
な
い
。
事
前
確
率
か
ら
言
っ
て
、
本
物

で
あ
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
知
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
実
は
こ
の
検
査
、
日
本

と
ア
メ
リ
カ
で
施
行
し
た
場
合
、
興
味
深

い
現
象
が
起
こ
る
。
日
本
で
の
陽
性
者
の

大
半
が
偽
陽
性
、
ア
メ
リ
カ
で
の
陽
性
者

の
大
半
が
本
物
と
い
う
現
象
だ
。
エ
イ
ズ

の
罹
患
率
が
両
国
で
極
端
に
違
う
た
め
に

起
き
る
現
象
で
あ
る
。
繰
り
返
す
が
、
検

査
自
体
は
全
く
同
一
の
検
査
だ
。
こ
の
あ

た
り
の
数
学
的
な
説
明
は
省
く
が
、要
は
、

感
染
者
割
合
が
低
い
病
気
の
場
合
の
陽
性

は
、
そ
れ
程
あ
て
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。

　

翻
っ
て
、
昨
今
世
間
を
騒
が
せ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で

あ
る
。
未
だ
に
国
民
全
部
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
し
ろ
、
な
ど
と
い
う
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

が
テ
レ
ビ
を
賑
わ
せ
て
い
る
が
、
検
査
と

は
こ
と
ほ
ど
左
様
な
も
の
で
あ
る
。
そ
う

い
う
コ
メ
ン
ト
が
出
た
ら
、
検
査
キ
ッ
ト

を
売
り
た
い
人
が
い
る
ん
だ
な
、
と
い
っ

た
程
度
に
聞
い
て
い
て
間
違
い
で
は
な

い
。
現
時
点
で
は
、
日
本
全
体
の
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
率
は
か
な
り
低
く
、
全
例
検
査

な
ど
を
し
て
も
、
陽
性
者
の
大
半
が
、
私

の
父
と
同
様
の
偽
陽
性
と
な
っ
て
し
ま

う
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
中
で
あ
る
と
か
、
濃

厚
接
触
者
で
あ
る
と
か
、
感
染
率
の
高
い

集
団
に
対
し
て
施
行
し
て
初
め
て
陽
性
結

果
の
信
頼
性
が
高
く
な
る
の
だ
。

　

と
い
う
わ
け
で
検
査
件
数
が
少
な
い
こ

と
は
問
題
で
は
な
く
、
日
本
の
コ
ロ
ナ
対

応
は
、
及
第
点
以
上
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。
皆
さ
ん
も
引
き
続
き
行
動
を
自
制
し

て
、
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

診
療
グ
ル
ー
プ
　
大
槻
　
正
孝

　「
あ
り
が
と
う
」
の
力

　

私
た
ち
は
毎
日
「
あ
り
が
と
う
」

と
「
す
み
ま
せ
ん
」
を
言
い
ま
す
。

他
人
に
謝
る
と
き
に
は
「
す
み
ま
せ

ん
」
と
言
い
、
他
人
に
助
け
て
も
ら
っ

た
と
き
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い

ま
す
。
実
は
、「
す
み
ま
せ
ん
」
の
代

わ
り
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
ば
、

人
間
関
係
を
よ
り
一
層
円
滑
に
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
遅
く
な
っ
た
と
き
、「
遅

く
な
り
ま
し
た
。
す
み
ま
せ
ん
」
の

代
わ
り
に
、「
待
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

友
達
に
慰
め
て
も
ら
っ
た
と
き
、「
お

手
数
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
す
み
ま

せ
ん
」
の
代
わ
り
に
、「
大
切
な
話
を

あ
り
が
と
う
」
と
言
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。
友
達
に
励
ま
し
て
も
ら
っ
た

と
き
、「
い
つ
も
失
敗
ば
か
り
し
て
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
言
う
代
わ
り
に
、「
私

に
期
待
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
言
う
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
「
あ
り
が
と
う
」
と
「
す
み
ま
せ
ん
」

の
違
い
は
、
実
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
表
現

と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
表
現
の
効
果
の
違
い

で
す
。「
す
み
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
人

は
、
自
分
が
少
し
後
ろ
め
た
い
気
持

ち
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
相
手
も
少

し
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
さ
せ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
っ
た
人
は
、
相
手

に
感
謝
す
る
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
の
で
、
相
手
を

も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

（
ク
ロ
）
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経け
い
ざ
い済
や　

地ち
き
ゅ
う球
動う
ご

か
す　

梅つ

ゆ雨
入い

り
て

	

今
福　

和
人

西に
し

の
山や
ま　

南み
な
みア
ル
プ
ス　

望の
ぞ

む
峰み
ね

　

雪ゆ
き

溶と

け
も
せ
ず　

白し
ろ

き
峰み
ね

が

	

大
森
眞
知
子

コ
ロ
ナ
に
は　

手
洗
い
マ
ス
ク　

し
っ
か
り
と

	

　
　

惠　

風

今
日
の
日ひ

は
音
楽
を
き
き
し
ら
べ
て
る

ゆ
っ
く
り
と

悲
し
く
歌
い
出
す
の
は
い
つ	

羽
村　
　

茂

静し
ず
お
か岡
の　

み
か
ん
の
花
に　

オ
レ
ン
ジ
に

	
渡
辺　

あ
き

今月は、ブリエ病棟武井看護師のペットです♪

ココ助　４さいの男の子です★


